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コロナ禍における国内外の留学生を 

対象とした日本語ライティング 
サポートの実施報告

学習支援・教育開発センター　アカデミック・インストラクター　 大谷紗也加
学習支援・教育開発センター　助教　 趙智英

１．はじめに

2021年度秋学期、同志社大学今出川校地の良心館ラーニング・コモンズ、京田辺校
地のラーネッド記念図書館ラーニング・コモンズ（以下、LC）にて期間限定イベン
トを開催した。その名も「日本語ライティングサポートWEEK」（以下、JWSと略す）
である。両校地のアカデミックサポートエリア（以下、ASA）では学生からの学習の
悩み、疑問を受け付けているが、JWSでは留学生のライティングに特化した学習支援
を行った。ここでは本イベントの実施概要とその結果について述べ、今後の課題につ
いて整理したい。

２．日本語ライティングサポートWEEKの実施概要

JWSとは同志社大学大学院に在籍する�留学生を�対象とした学習支援イベントである
（図１）。�開催期間は2021年11月22日から12月10日までの14日間である。今出川校地で
は月曜日、火曜日、木曜日の３講時目（13時10分～14時40分）、４講時目（14時55分
～16時25分）の90分間、京田辺校地では水曜日と金曜日の４講時目の90分間実施した。
対面での参加は予約不要だが、コロナウイルス感染症の影響により来学が困難な留学
生もいると想定し、オンライン相談も可能とした。オンライン相談の場合、ネット環
境の整備や端末の準備の必要があるため、Microsoft�Formsを使用し、オンライン相
談専用フォームを設け、事前に予約を受け付けた。専用フォームから日時を予約して
オンライン相談を受ける留学生は、氏名、学生ID、所属、学年、希望する時期、簡単
な相談内容を入力する。オンライン相談予約が入ったら教員およびアカデミック・イ
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ンストラクターが内容を確認し、メールでLCのMicrosoft�Teamsチーム「おうち�De�
LC�ポータル」の相談用チャネルを案内した。

相談は、ASAに常駐する教員およびアカデミック・インストラクターが中心となり、
原則日本語で対応した。相談者が持参した日本語のレポートや論文を読み、文法や表
現など一言一句を確認し、より良い書き方についてアドバイスした。なお、１回当た
りの相談対応時間は30分以内とし、開催期間中であれば何度でも相談可能とした。

３．実施結果

JWS開催期間中、対面で６件、オンラインで５件、計11件の相談があった。延べ６
名の留学生、うち４名が２回以上利用した。相談者の国籍は中国（３名）、韓国（２名）、

図１　JWSの多言語チラシ（日・英・中・韓）
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台湾（１名）となっており、コロナウイルス感染症の影響により本学に在籍している
ものの、来日できていない学生もいた。利用学生の所属は社会学部1、法学研究科、総
合政策科学研究科、グローバル・スタディーズ研究科、学年は学部３年、博士前期課
程１年および２年、博士後期課程２年などばらつきがあった。なお、相談者にJWSを
知ったきっかけについて尋ねたところ、ゼミ仲間の紹介やLCの掲示板を見て知った、
寮のメールボックスに案内チラシが入っていたなど様々だった。

相談内容としては、レポート、修士論文、投稿論文、奨学金の申請書類や日本を紹
介する冊子などの日本語を確認してほしいというものだった。JWSでは主に日本語の
表現や文法、文章のつながりなどについて確認し、加筆修正を手伝い、改善点につい
て説明してきた。日本語を確認するなかで、言語以外の内容、例えばテーマ設定や文
章構成、論理展開などにおいてもアドバイスが必要だと思われる箇所も多々見受けら
れたため、日本語ライティング以外の点についても必要に応じて助言、アドバイスし
た。相談者の中にはリピーターが多く（６名中４名）、複数回利用した留学生からは
アドバイスを受けて作成したレポートや原稿の修正版を再確認してほしいという要望
が寄せられたため、再度日本語チェックを行った。

しかし、いざ日本語をチェックするとなると想像以上の時間を要し、相談対応を30
分程度で終了するのが難しい場合がほとんどであった。この課題を解決すべく、事前
申し込みがあった際、相談者に対して日本語チェックを希望する原稿や書類などの
データを事前にメール送付するようお願いし、教員およびアカデミック・インストラ
クターが相談日までに目を通すようにした。このように助言すべき点についてあらか
じめ整理しておくことで、相談対応時間の短縮につながった。

また、オンラインで相談対応を行う場合はコミュニケーションの取り方に配慮した。
対面では相談者との距離が近いこともあり、相談者の言葉にし難い悩みや気持ちを、
言語だけでなく表情や雰囲気からも汲み取ることができるが、オンラインでは工夫が
必要である。JWSではオンライン相談者にビデオカメラをなるべくオンにするよう促
した。対応するスタッフと相談者の相互の表情を確認することで、信頼や安心につな
がっているか、助言内容が理解できているかなど確認が取りやすくなるような環境づ
くりに努めた。

４．今後の課題

JWSでは専門の異なる留学生から様々なライティングの相談が寄せられた。しかし、
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相談に応じるなかで課題も見えた。それはサポート内容および体制の充実化である。
今回のJWSでは日本語の基礎的な内容について分かる範囲で助言は可能であった

が、相談者の専門領域や分野に応じるかたちでのアドバイスには至らなかった。一人
ひとりの相談に対してより的確に応じるためには、学術分野に応じた執筆ルール、用
語や表現法など専門的な知識が不可欠であるため、様々な学部や研究科と連携できれ
ば望ましい。コロナ禍でどれぐらいの需要があるのか予測できなかったこともあり、
今回は大学院生、さらに留学生向けのライティングに限定したイベント開催としたが、
状況に応じて対象者の範囲を拡大し、ライティング以外の分野における学習サポート
キャンペーンが実施できればなお良いだろう。

そのためにはサポート体制をより強化しなければならない。JWSではLCの教員およ
びアカデミック・インストラクター（各校地２名）が中心となって対応した。今後は
通常の学習相談業務を担うラーニング・アシスタント（通称LA）がイベント開催時
においても対応できるよう事前研修を実施するなど対策を考えたい。所属や専門が異
なるLAを積極的に巻き込んだかたちで共に学習支援ができれば、サポート可能な内
容、範囲ともに各段に増えるほか、学生と比較的年齢の近い大学院生が対応できれば、
より気軽に相談できるかもしれない。今回のJWSの経験と反省を踏まえ、イベント開
催時の学習支援のあり方の見直しと改善に取り組みたい。

付記�

本稿で使用したデータは、同志社大学学習支援・教育開発センターの許可を得て使
用した。

注

1� �今回は留学生、なかでも大学院生を対象としたイベントであった。しかし、わざ
わざ相談に来てくれた場合には、実施期間中に留学生であれば学部生であっても
相談を受け付けることにした。


